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【発行会社】

～ 約７年で１５０社以上の豊富な実績 ～

なぜ、今、新規事業立ち上げが必要なのか？
3～5年ごとの継続した新規事業立ち上げの必要性とメリット

　冨田賢の新刊書『新規事業立ち上げの教科書』、
ご好評をいただいており、感謝しております。
Amazonでも企業経営分野で、第3位まで上がり、高
順位で推移しており、また、丸の内の丸善さんや大手
町の紀伊国屋さんをはじめ、各地の書店においても、
平置きや面置きにて、大きく展開していただいており
ます。

　さて、今月号のニューズレターでも、『新規事業立ち上
げの教科書』の中から、一部を取り上げて、ご紹介させて
いただきたいと思いますが、今回は、第1章の「新規事業
立ち上げの必要性」についてです。

■ 今これからの日本経済の特徴から見た
　 新規事業の必要性

　私は、今これからの時代は、3～5年ごとに継続して新
規事業を立ち上げていく必要があると考えています。その
理由について、日本経済の特徴という観点から見てみま
しょう。

　まず一つ目として、①「日本経済そのものが右肩上が
りで大きく伸びることがない！」ということがあります。戦後
復興から高度経済成長の時代は、日本経済がとにかく
右肩上がりで拡大しました。そういった時代は、それほど
経営戦略を考えなくとも、経済自体が拡大することに伴
い、お客様から求められるがままに売上を伸ばすことがで
きました。たとえば、「前年対比何％」といった売上計画を
立てれば、おのずと達成できる時代でもありました。

　しかし、バブル崩壊、そして、リーマンショック以降、日本
経済は、低成長、時にはマイナス成長となっています。ビ
ジネスを行っていくにあたり、そういった状況を大前提とし
て考える必要があります。

　さらには、物の値段が下がるデフレ傾向がなかなか解
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消されない状況もあります。

　次に示しますように、デフレ傾向の状況では、そもそもの
掛け算の基準となる仕事の単価自体が下がるので、これ
までと同じ営業努力で同じ件数の仕事をとって、同じ件
数をこなしたとしても、結果的に全体の売上も減ってしま
うというメカニズムとなってしまうのです。

　　

　次に、②「環境変化が速く激しいため、事業のライフ
サイクルが短くなっている！」ということがあります。

　ビジネスも人間と同じで、寿命（ライフサイクル）があるわ
けですが、今の時代は、外部環境の変化が速くて激しく
なっているため、事業や製品・サービスのライフサイクルが
短くなってしまいます。かつては一度立ち上げた事業に
よって、5年や10年、場合によっては20年、会社を維持す
ることができました。

　しかし、外部環境の変化が速くて激しくなるこれからの
時代、一つひとつの事業のライフサイクルが短くなってし
まうため、一度成り立った事業や製品・サービスで収益を

享受できる期間が短く
なります。

　そのような環境下
では、3年～5年ごとに
常に新規事業を立ち
上げ続けられなけれ
ば、自社の売上や規
模を維持していくこと
ができなくなります。
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セミナー開催情報

参加者アンケート
●「新規事業立ち上げの教科書」を拝読させて頂きました。大変分か
りやすく、とても参考になりました。今後の業務で使わせていただき
ます。
●非常にわかりやすい。事例を上げてくださるのが良いと思いました。
●最新の著書が大変参考になっております。ありがとうございます。
●大変ためになりました。是非、今後も弊社の新事業立て直しにお力
を頂けたらと思います。
●実例が多く分かりやすい。営業力の必要性を痛感した。
●自信を持って語っているスタイルが言葉を強くしていて、非常にわ
かりやすいと感じました。
●非常に示唆に富む話を聞く事ができ、大変有益でした。自分の仕事
に活用したいと思います。
●大変参考になりました。
●今後も何かしらの関係で継続的に情報交換させて頂きたいと思い
ます。本日は貴重なセミナーをありがとうございました。
●新規事業のパターンの組み合わせの視点がとても参考になった。
●頭が整理できて良かったです。
●新規事業には熱意も必要であると感じた。
●リーンスタートアップの重要性について、ぼんやり感じていたことが
明確に理解できた。
●多角的視野で見ていく事が重要だと感じた。どう多角的視野を持つ
か、今までの考えを脱却するか、これから学んでいく必要を感じた。
大変参考になりました。ありがとうございました。
●参考になりました。ありがとうございます。
●「新規事業は発見が難しい」と思っているのは自分だけではない事
が分かった。
●困りごとを解決するのが仕事であり、よりビジネスを深堀するべき
観点が多数学べた。

セミナー開催報告

2014年9月17日（水）18：30～20：30　
『ビジネスリーダーのための
新規事業立ち上げセミナー』
主催：日刊工業新聞社  メトロガイドセミナー

　約40名の方々にご参加いただきました！約9割は、
大手企業の新規事業部門の方々で、
何名か、中小企業の経営者の方にも、ご参加いただ
きました。
　冨田賢の新刊書『新規事業立ち上げの教科書
～ビジネスリーダーが身につけるべき最強スキル～』
の内容を、ポイントを絞って、また、事例をまじえなが
ら、お話をさせていただきました。

●10月16日（木曜日）18：30～20：30
　『次の収益源を作るための新規事業の立ち上げ方』
　◇主　　催 ： 日刊工業新聞社 ・ メトロガイド
　◇開催会場 ： 日刊工業新聞社
　　（東京都中央区日本橋小網町１４－１　住生日本橋小網町ビル）
　 ◇募集人数 ： 50人　◇参加費用 ： 7500円
   http：//www.metroguide.jp/seminar/20141016/index.html

受付中！

2014年9月16日（火）
『新規事業立ち上げの教科書』
コンサルティング先の
株式会社ミヤザワさんでも、
この内容で講演させていただきました！
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『新規事業立ち上げの教科書』が、メディアに取り上げられました！

株式会社ビジネスバンク・グループさんが運営されている「社長の学校 TV」に、
冨田賢のセミナー動画『会社を伸ばす！アライアンス戦略』
が掲載されました！
http://president-tv.jp/video.php?id=83

すでに、
『中小ベンチャーに特化した新規事業の立ち上げ方
～今これからの新規事業立ち上げ～』の動画
http://president-tv.jp/video.php?id=51
『これから10年活躍するための新規開拓営業の教科書』の動画
http://president-tv.jp/video.php?id=51
も掲載されています

http：//newsbiz.yahoo.co.jp/detail?a=
20140924-00010000-biz_flier-nb

日刊工業新聞
（2014年9月8日付）
書評欄に掲載されました！

フジサンケイ
ビジネスアイ
（2014年9月13日付）
日刊紙の書評欄に
掲載されました！

YahooニュースBusiness
（2014年9月24日）
5ページにわたって、掲載されました！

▼冨田賢の Facebook にて普段の活動をご覧いただけます。
　https：//www.facebook.com/tctomita

■ 新規事業を立ち上げることで、
　 会社経営を安定化させる

　新規事業立ち上げを行うことにより、事業を複数化し
たり、新しい売上を作ることができます。それにより、会社
経営が安定するというメリットがあります。

　新しい事業を立ち上げて新しい売上を作っていけば、
売上規模が拡大し、リスクとして許容できるリスク・バッファ
（リスク許容度）も大きくなり、多少の景気の波や売上の
増減があっても、会社はその分の余裕を持って持ちこた
えられるようになるわけです。

　その他にも、事業ポートフォリオを組む意識を持つこと
により、収益構造の異なる事業を複数抱えるようになれ
ば、一つの事業がダメになっても、別の事業が会社全体
の収益を支えてくれる形になり、やはり会社の経営は安
定します。

　事業を複数持つことにより、〝一本足打法〟からの脱
却も図れます。

　1つの取引先に売上が8割くらい依存している経営の
ことを、〝一本足打法〟と呼ぶことがあります。3割くらい依
存している状態でも、1社への依存が大きいために〝一本
足打法〟と呼ぶこともあります。

　一般的に、企業は、売上が前年対比で25％以上減
少すると、資金繰り上などから持ちこたえるのが難しいと
言われています。そのため、売上構成比の中で1社への
依存を25％未満にしておくことが大切となります。

　“事業の数”を増やすことによって、“取引先の数”も増
やし、会社経営の収益基盤を強くすることができます。

■ 新規事業に取り組むことで、
　 社員のモチベーションを上げる

　新規事業を立ち上げは、社員のモチベーションを上
げ、組織の活性化にもつながるという効果があります。

　事業基盤が固まっている業歴の長い会社の場合、新
しいことをまったくやらないと社員のモチベーションが下
がってしまうケースがあります。ある程度のペースで、何か
しら新しいことをやり、それを社内外にアピールすること
で、社員の意識やモチベーションを向上させて、組織を活
性化することができます。

　まったく新規事業を行わないと、「どうせ、うちの会社は
新しいことをしない。新しい事業の提案をしても、どうせや
らないだろう。このまま、なんとなく与えられた仕事だけを
やっていればよい」という状況となり、社員のモチベーショ
ンが下がってしまうわけですが、それを回避していくにあ

たっても、新規事業立ち上げが必要です。

　人材育成においても、新規事業立ち上げは有効で
す。社員に経営意識を持ってもらいたいという人材育成
の課題を抱えている会社もあると思います。社員に経営
感覚を持てと言うだけでは、幹部養成は進みません。実
際に新規事業を担当させ、事業構築の苦労を集中的に
体験させることによって、経営幹部を育てることができま
す。その中で、事業部長クラスの人材を育てていくことを
目指しましょう。

　また、既存事業の枠組みの中で下積みをさせるだけで
は、若手社員の能力を大きく伸ばすことができません。新
規事業を任せることで若手を育成することも大切です。

　さらには、新規事業を行い続けることが優秀な社員の
残留につながります。新規事業をどんどん行い、新しいこ
とにチャレンジさせ、また、社内ベンチャー制度などで他の
社員と切磋琢磨できる環境を用意することは、優秀な社
員をつなぎとめ、離職率を下げることにもつながります。

■ 事業承継（代替わり）においても、
　 新規事業立ち上げがポイント

　事業承継をしていくためには、これから5年、10年、20
年先に、次の後継者が会社を切り盛りし、社員をまかなっ
ていくための新規事業の立ち上げが必要です。そういう
芽がないと、後を継いでくれる後継経営者も出てきませ
んし、実際に経営していけません。

　既存事業が伸び悩んでおり、今後の将来性も感じら
れない、伸びそうもないという状況だと、誰も会社を継ごう
としてくれません。また、息子さんなどに継がせようとする
場合も、できる限り財務体質を良い状態にし、次の時代
の事業の芽が見えてきている状態でバトンタッチをしてあ
げることも、次期社長がスムースに会社経営を引き継ぐた
めの配慮として大切です。ましてや、負債が残っていた
り、老朽化した設備を抱えていたりすると、ますます後継
経営者の候補が見つかりません。

　後継経営者を見つけ、事業承継を円滑に行うために
も、新規事業の立ち上げは不可欠です。

　以上が、新規事業立ち上げの必要性とメリットとなりま
す。引き続き、『新規事業立ち上げの教科書　
～ビジネスリーダーが身につけるべき最強スキル～』
（会社サイトの専用Webページ
http：//www.tcconsulting.co.jp/book2）　
よろしくお願いいたします！
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規事業を立ち上げていく必要があると考えています。その
理由について、日本経済の特徴という観点から見てみま
しょう。

　まず一つ目として、①「日本経済そのものが右肩上が
りで大きく伸びることがない！」ということがあります。戦後
復興から高度経済成長の時代は、日本経済がとにかく
右肩上がりで拡大しました。そういった時代は、それほど
経営戦略を考えなくとも、経済自体が拡大することに伴
い、お客様から求められるがままに売上を伸ばすことがで
きました。たとえば、「前年対比何％」といった売上計画を
立てれば、おのずと達成できる時代でもありました。

　しかし、バブル崩壊、そして、リーマンショック以降、日本
経済は、低成長、時にはマイナス成長となっています。ビ
ジネスを行っていくにあたり、そういった状況を大前提とし
て考える必要があります。

　さらには、物の値段が下がるデフレ傾向がなかなか解

★次のページに続く

感想・ご相談・お問い合わせは、こちら！お気軽に♪　⇒　support@tcconsulting.co.jp
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消されない状況もあります。

　次に示しますように、デフレ傾向の状況では、そもそもの
掛け算の基準となる仕事の単価自体が下がるので、これ
までと同じ営業努力で同じ件数の仕事をとって、同じ件
数をこなしたとしても、結果的に全体の売上も減ってしま
うというメカニズムとなってしまうのです。

　　

　次に、②「環境変化が速く激しいため、事業のライフ
サイクルが短くなっている！」ということがあります。

　ビジネスも人間と同じで、寿命（ライフサイクル）があるわ
けですが、今の時代は、外部環境の変化が速くて激しく
なっているため、事業や製品・サービスのライフサイクルが
短くなってしまいます。かつては一度立ち上げた事業に
よって、5年や10年、場合によっては20年、会社を維持す
ることができました。

　しかし、外部環境の変化が速くて激しくなるこれからの
時代、一つひとつの事業のライフサイクルが短くなってし
まうため、一度成り立った事業や製品・サービスで収益を

享受できる期間が短く
なります。

　そのような環境下
では、3年～5年ごとに
常に新規事業を立ち
上げ続けられなけれ
ば、自社の売上や規
模を維持していくこと
ができなくなります。

総合法令出版
1944円（税込）

同じ営業努力・同じ件数の仕事 × 単価　 ＝ 売上

2014年 10月号発行日：2014年10月1日
毎月1日発行

セミナー開催情報

参加者アンケート
●「新規事業立ち上げの教科書」を拝読させて頂きました。大変分か
りやすく、とても参考になりました。今後の業務で使わせていただき
ます。
●非常にわかりやすい。事例を上げてくださるのが良いと思いました。
●最新の著書が大変参考になっております。ありがとうございます。
●大変ためになりました。是非、今後も弊社の新事業立て直しにお力
を頂けたらと思います。
●実例が多く分かりやすい。営業力の必要性を痛感した。
●自信を持って語っているスタイルが言葉を強くしていて、非常にわ
かりやすいと感じました。
●非常に示唆に富む話を聞く事ができ、大変有益でした。自分の仕事
に活用したいと思います。
●大変参考になりました。
●今後も何かしらの関係で継続的に情報交換させて頂きたいと思い
ます。本日は貴重なセミナーをありがとうございました。
●新規事業のパターンの組み合わせの視点がとても参考になった。
●頭が整理できて良かったです。
●新規事業には熱意も必要であると感じた。
●リーンスタートアップの重要性について、ぼんやり感じていたことが
明確に理解できた。
●多角的視野で見ていく事が重要だと感じた。どう多角的視野を持つ
か、今までの考えを脱却するか、これから学んでいく必要を感じた。
大変参考になりました。ありがとうございました。
●参考になりました。ありがとうございます。
●「新規事業は発見が難しい」と思っているのは自分だけではない事
が分かった。
●困りごとを解決するのが仕事であり、よりビジネスを深堀するべき
観点が多数学べた。

セミナー開催報告

2014年9月17日（水）18：30～20：30　
『ビジネスリーダーのための
新規事業立ち上げセミナー』
主催：日刊工業新聞社  メトロガイドセミナー

　約40名の方々にご参加いただきました！約9割は、
大手企業の新規事業部門の方々で、
何名か、中小企業の経営者の方にも、ご参加いただ
きました。
　冨田賢の新刊書『新規事業立ち上げの教科書
～ビジネスリーダーが身につけるべき最強スキル～』
の内容を、ポイントを絞って、また、事例をまじえなが
ら、お話をさせていただきました。

●10月16日（木曜日）18：30～20：30
　『次の収益源を作るための新規事業の立ち上げ方』
　◇主　　催 ： 日刊工業新聞社 ・ メトロガイド
　◇開催会場 ： 日刊工業新聞社
　　（東京都中央区日本橋小網町１４－１　住生日本橋小網町ビル）
　 ◇募集人数 ： 50人　◇参加費用 ： 7500円
   http：//www.metroguide.jp/seminar/20141016/index.html

受付中！

2014年9月16日（火）
『新規事業立ち上げの教科書』
コンサルティング先の
株式会社ミヤザワさんでも、
この内容で講演させていただきました！


